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（Ⅰ）教育に関する目標

１．評価結果及び判断理由

【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

（判断理由） 「教育に関する目標」に係る中期目標（４項目）のすべてが「おおむ

ね良好」であることから判断した。

（参考）

平成 ～ 年度の評価結果は以下のとおりであった。16 19

【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

（判断理由） 「教育に関する目標」に係る中期目標（４項目）のすべてが「おおむね良好」であ

ることから判断した。

２．各中期目標の達成状況

① 教育の成果に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

（判断理由） 平成 ～ 年度の評価結果は「教育の成果に関する目標」の下に定16 19
められている具体的な目標（５項目）のすべてが「おおむね良好」であ

ったことから 「中期目標の達成状況がおおむね良好である」であった。、

平成 、 年度の達成状況を踏まえた結果は、５項目のすべてが「お20 21
おむね良好」とし、これらの結果に加え、学部・研究科等の現況分析に

おける関連項目「学業の成果 「進路・就職の状況」の結果も勘案して、」

総合的に判断した。

＜特記すべき点＞

（優れた点）

○ 中期計画で「自ら学び考える態度を身に付けさせる教育課程の編成・授業方法等に

ついて研究開発」としていることについて、 年次学生を対象とする「初年次ゼミ」1
及び少人数による学生主体型・課題解決型授業である「教養ゼミナール」を開講して

おり、自ら学び考える態度を身につけさせる教育が機能していることは、優れている

と判断される。

② 教育内容等に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

（判断理由） 平成 ～ 年度の評価結果は「教育内容等に関する目標」の下に定16 19
められている具体的な目標（７項目）のうち、２項目が「良好 、４項目」

が「おおむね良好 、１項目が「不十分」であったことから 「中期目標」 、
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の達成状況がおおむね良好である」であった。

平成 、 年度の達成状況を踏まえた結果は、２項目が「良好 、５20 21 」

項目が「おおむね良好」とし、これらの結果に加え、学部・研究科等の

現況分析における関連項目「教育内容 「教育方法」の結果も勘案して、」

総合的に判断した。

＜特記すべき点＞

（優れた点）

○ 中期計画「選抜方法の弾力化を図り、多様な能力を持つ優秀な学生の受入れを拡大

する」について、弘前大学と試験問題を共同で作成し、また博士課程の最終試験には

教員を相互に派遣し、合同で審査する等、選抜方法の弾力化が推進されており、優秀

な学生の受入れ拡大に成果を上げていることは、優れていると判断される。

（特色ある点）

○ 中期計画「講義形式及び学生参加型授業等の方法論・効果に関する分析・評価を行

い、教員に対する研修を通じて授業の充実を図る」について、学生参加型授業の設計･

実施･評価についてのファカルティ・ディベロップメント（ ）ワークショップにはFD
多くの教員・学生が参加していることは、新たな試みである点で、特色ある取組であ

ると判断される。

（平成16～19年度の評価で指摘した「改善を要する点」の改善状況）

○ 平成 ～ 年度の評価において、16 19
中期計画「平成 年度までに、成績評価の基準・方法等を策定する」について、17
計画に沿った成績評価の基準・方法が策定されていないことは、計画に即し、改

善することが望まれる

と指摘したところである。

平成 、 年度においては、平成 年３月に策定した教養教育科目における成績20 21 18
評価についての指針に基づいて成績評価を実施していることから、当該中期計画に照

らして、改善されていると判断された。

（顕著な変化が認められる点）

○ 中期計画「平成 年度までに、成績評価の基準・方法等を策定する」について、平17
成 ～ 年度の評価においては、計画に沿った成績評価の基準・方法が策定されて16 19
ない点で「不十分」であったが、平成 、 年度の実施状況においては改善されてお20 21
り 「おおむね良好」となった （ 平成 ～ 年度の評価で指摘した「改善を要する、 。「 16 19
点」の改善状況」参照）

③ 教育の実施体制等に関する目標
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【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

（判断理由） 平成 ～ 年度の評価結果は「教育の実施体制等に関する目標」の16 19
下に定められている具体的な目標（６項目）のうち、１項目が「良好 、」

４項目が「おおむね良好 、１項目が「不十分」であったことから 「中」 、

期目標の達成状況がおおむね良好である」であった。

平成 、 年度の達成状況を踏まえた結果は、１項目が「良好 、５20 21 」

項目が「おおむね良好」とし、これらの結果に加え、学部・研究科等の

現況分析における関連項目「教育の実施体制」の結果も勘案して、総合

的に判断した。

＜特記すべき点＞

（優れた点）

○ 中期計画「 （日本技術者教育認定機構）による認証取得を通して国際的に通JABEE
用する工学教育の推進を図る」について、日本技術者教育認定機構（ ）によるJABEE
認証取得を計画的に行い、５学科が既に認証を取得して、また、２学科が準備中であ

、 、 。り 工学教育の改善策として計画的に行われていることは 優れていると判断される

（平成16～19年度の評価で指摘した「改善を要する点」の改善状況）

○ 平成 ～ 年度の評価において、16 19
中期計画「平成 年度までに、遠隔教育、他大学との単位互換等を視野に入れ19
－ラーニングを試行し、その効果やコスト等に関する分析・評価を行う」につe

いて、 の試行及び効果やコスト等に関わる分析・評価が実施されていなe-learning
いことは、計画に即し、改善することが望まれる

と指摘したところである。

平成 、 年度においては、平成 、 年度に開発した遠隔授業システムの分20 21 16 17
析・評価を踏まえ、その課題を解消するため、平成 年度採択の戦略的大学連携支援20
事業において システムを開発し、事業連携校の県内８高等教育機関に同シe-learning
ステムを設置して組織体制を整えている。また、受講者のいる機関へ講義を配信し、

遠隔教育、単位互換授業の効果を得ていることから、当該中期計画に照らして、改善

されていると判断された。

（顕著な変化が認められる点）

○ 中期計画「平成 年度までに、遠隔教育、他大学との単位互換等を視野に入れ －19 e
ラーニングを試行し、その効果やコスト等に関する分析・評価を行う」について、平

成 ～ 年度の評価においては、 の試行及び効果やコスト等に関わる分析16 19 e-learning
・評価が実施されていない点で「不十分」であったが、平成 、 年度の実施状況に20 21
おいては改善されており 「おおむね良好」となった （ 平成 ～ 年度の評価で指、 。「 16 19
摘した「改善を要する点」の改善状況」参照）
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④ 学生への支援に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

（判断理由） 平成 ～ 年度の評価結果は「学生への支援に関する目標」の下に16 19
定められている具体的な目標（３項目）のうち、１項目が「良好 、２項」

目が「おおむね良好」であったことから 「中期目標の達成状況がおおむ、

ね良好である」であった。

平成 、 年度の達成状況を踏まえた結果は、１項目が「良好 、２20 21 」

項目が「おおむね良好」とし、これらの結果を総合的に判断した。

＜特記すべき点＞

（優れた点）

○ 中期計画「県内外の企業情報・求人情報の収集・企業との懇談会の開催等就職支援

体制の一層の整備・充実を図る」について、学生生活、課外活動、就職活動を支援す

るために設置した学生支援総合センターにおいて、経済団体との懇談会の開催、各種

の情報の収集、企業合同説明会の開催、インターンシップの実施等就職活動を支援す

る取組が多数行われており、就職率の上昇等の成果を上げていることは、優れている

と判断される。

（特色ある点）

○ 中期計画「生活支援、課外活動支援、就職活動支援に関する業務を行うため 『学生、

支援総合センター』を設置する」について、学生支援総合センターの活動に学生が学

生協力員の制度により参画し、広報誌の編集や各種の行事の運営に当たっていること

は、学生の主体性を育てる点で、特色ある取組であると判断される。

（Ⅱ）研究に関する目標

１．評価結果及び判断理由

【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

判断理由 研究に関する目標 に係る中期目標 ２項目 のうち １項目が 良（ ） 「 」 （ ） 、 「

好 、１項目が「おおむね良好」であり、これらの結果を総合的に判断し」

た。

（参考）

平成 ～ 年度の評価結果は以下のとおりであった。16 19

【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

（判断理由） 「研究に関する目標」に係る中期目標（２項目）のうち、１項目が「良好 、１項」

目が「おおむね良好」であり、これらの結果を総合的に判断した。
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２．各中期目標の達成状況

① 研究水準及び研究の成果等に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況が良好である

（判断理由） 平成 ～ 年度の評価結果は「研究水準及び研究の成果等に関する16 19
目標」の下に定められている具体的な目標（５項目）のうち、２項目が

「非常に優れている 、１項目が「良好 、２項目が「おおむね良好」で」 」

あったことから 「中期目標の達成状況が良好である」であった。、

平成 、 年度の達成状況を踏まえた結果は、２項目が「非常に優れ20 21
ている 、１項目が「良好 、２項目が「おおむね良好」とし、これらの」 」

結果に加え、学部・研究科等の現況分析における関連項目「研究活動の

状況 「研究成果の状況」の結果も勘案して、総合的に判断した。」

＜特記すべき点＞

（優れた点）

○ 中期計画「高齢者の心身機能保持と生活の質の向上、及び自殺予防に関する医学・

社会学的研究を支援する」について、高齢者の自殺予防のプロジェクトは秋田大学の

年度計画推進プロジェクトであり、秋田県との共同による重点的な取組として実施さ

れ、特別教育研究経費（連携融合事業）に認められるとともに、市町村に対してセミ

ナーを実施するなど、その研究成果が地域社会に貢献し、社会的に強くアピールして

いることは、優れていると判断される。

（特色ある点）

○ 中期計画「素材、資源及び環境分野の研究を推進するため、研究実施体制の充実を

図る」について、多くの教育に関するプログラムを地方自治体及び小中学校等と連携

してプロジェクトとして開催し、その研究成果を地域の学校教育に還元することによ

り、地域振興に貢献しているほか、地域の要請に基づき地域防災力研究センターを設

置し、２年間で５回のセミナーを開催するなどの積極的な取組がなされ、多くの参加

者を得ていることは、特色ある取組であると判断される。

② 研究実施体制等の整備に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

（ ） 「 」判断理由 平成 ～ 年度の評価結果は 研究実施体制等の整備に関する目標16 19
（ ） 、 「 」、の下に定められている具体的な目標 ７項目 のうち ３項目が 良好

４項目が「おおむね良好」であったことから 「中期目標の達成状況がお、

おむね良好である」であった。

平成 、 年度の達成状況を踏まえた結果は、３項目が「良好 、４20 21 」
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項目が「おおむね良好」とし、これらの結果を総合的に判断した。

＜特記すべき点＞

（優れた点）

○ 中期計画「バイオサイエンスに関する国際的な教育研究を総合的に推進する」につ

いて、バイオサイエンスと資源素材系の研究に対して、研究費、機器の導入や、研究

員・技術職員の配置等を多面的に支援し、群馬大学との連携によりグローバル のCOE
採択につながったことは、優れていると判断される。

（Ⅲ）その他の目標

（１）社会との連携、国際交流等に関する目標

１．評価結果及び判断理由

【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

（判断理由） 「社会との連携、国際交流等に関する目標」に係る中期目標（１項目)

が「おおむね良好」であることから判断した。

（参考）

平成 ～ 年度の評価結果は以下のとおりであった。16 19

【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

（判断理由） 「社会との連携、国際交流等に関する目標」に係る中期目標（１項目)が「おおむ

ね良好」であることから判断した。

２．各中期目標の達成状況

① 社会との連携、国際交流等に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

（判断理由） 平成 ～ 年度の評価結果は「社会との連携、国際交流等に関する16 19
目標」の下に定められている具体的な目標（４項目）のすべてが「おお

むね良好」であったことから 「中期目標の達成状況がおおむね良好であ、

る」であった。

平成 、 年度の達成状況を踏まえた結果は、４項目のすべてが「お20 21
おむね良好」であることから判断した。

＜特記すべき点＞

（優れた点）

○ 中期計画「本学の各種施設（図書館、鉱業博物館、体育施設等）を地域住民へ積極

的に開放するとともに、地域住民による本学でのボランティア活動を促進し、地域と
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の連携を強化する」について、大学の諸施設の地域住民への開放を積極的に行い、図

書館や鉱業博物館等が多くの地域住民に利用されているほか 「鉱業博物館サイエンス、

ボランティア」等地域住民によるボランティア活動を通して地域との連携が図られて

いることは、優れていると判断される。

（特色ある点）

○ 中期計画「小中高校生向けの教育サービスをそのニーズに応じて拡充・整備する」

について 「子供見学デー」等地域の小中高生を対象とする教育サービスや高等学校生、

を対象とした出前講義・体験学習教室を実施し、実施回数が増加しているなど、地元

に根ざした社会連携が実績を上げていることは、特色ある取組であると判断される。


